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蓄熱・均熱化ゲル「FREY」

は
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蓄熱材料比較データ

は

【用語と単位】
・熱伝導（λ）（ W/ ｍ・ K ）1秒間に１ｍ移動する熱量
・比熱(J/g・k)1gあたり温度を1度上昇させるために必要な熱量
・熱容量（J）ある物体の温度を1度上昇させるために必要な熱量
・融点（摂氏（°C）と華氏（°F））
・熱融解量（J/g）1gの個体を液体にするのに必要な熱量

【熱量】
水１㎏を1℃温度上昇させるのに要する
熱量を1キロカロリー[Kcal]といい熱量の単位にとります。
熱量と電力量の関係は下記の式になります。
1Kcal=4186ジュール（J） or W秒=1/860KWh 1KWh=860Kcal

【熱容量】
熱容量とは、ある物体の温度を1[K]上げるのに
必要な熱量」のことです。
熱容量の単位は[J/K]（ジュール毎ケルビン）です。
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均熱化シート「FOX」
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蓄熱・均熱シートの断熱サポートのコンセプト

熱源

蓄熱・均熱シート

・断熱材料と組み合わせ、断熱性をアシスト

・断熱材料単品よりも高い温度上昇を抑制する

熱源からの熱を内部に一旦溜める

断熱材が熱源からの熱が

逃げることを防ぐ
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熱特性評価方法

は

熱電対
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蓄熱シートの放熱・断熱と異なる点

熱電対②
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蓄熱と放熱の効果の違い

熱伝導率（高）
＝温まり易い 蓄熱と放熱同時並行

＝温度上昇抑制

熱伝導率（高）
＝冷め易い

蓄熱効果で
ゆっくり冷める

AI：
アルミニウム
Al＋FREY-K：
アルミニウムと
蓄熱シートの複合品

熱電熱電対② 熱電熱電対③
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温度断熱効果分析
熱源ヒータ：熱電熱電対① その他：熱電対②
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蓄熱シートとウレタン発泡体と貼り合せたものは70％の断熱特性を示している
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保温・断熱評価
＊試作サンプルの保温・断熱特性の評価を行う

【評価サンプル】
①FREY(500μm）
②FREY-K(500μm）
③ウレタン発泡体
④真空断熱材(500μm）
⑤複合体（FREY+ウレタン発泡体:総厚500μ)

①FREY(500μm） ③ウレタン発泡体
(500μm）

④真空断熱材
(500μm）

⑤複合体（FREY+ウレタン発泡体

（総厚500μ)
②FREY-K(500μm）

・金属製容器（ステンレス）に一定温度(80℃）のお湯を入れる。
・容器に各サンプルが巻き付いている場合およびサンプルを貼らない状態（ブランクの温度変化を記録する。
・評価サンプル⑤の複合体はビーカー/FREY/発泡体の順とする。
・熱電対の位置:ビーカー表面と巻きつけたサンプルの間。

＊評価項目
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保温・断熱評価

試験写真 熱電対設置個所

ステンレス容器：300ml

評価サンプル

熱電対

お湯：80℃

＊試験図・写真

・金属製容器（ステンレス）に一定温度(80℃）のお湯を入れる。
・容器に各サンプルが巻き付いている場合およびサンプルを貼らない状態（ブランクの温度変化を記録する。
・評価サンプル⑤の複合体はビーカー/FREY/発泡体の順とする。
・熱電対の位置:ビーカー表面と巻きつけたサンプルの間。

＊評価項目
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保温・断熱評価結果

は
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蓄熱シートとウレタン発泡体とを貼り合せたものが保温特性に優れている

初期においては蓄
熱シートが熱を吸
収する

徐々に吸収した
熱を放出する
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蓄熱とは

は
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A.顕熱蓄熱とは

は
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B.潜熱蓄熱とは

は
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C.化学蓄熱とは

は
化学潜熱
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蓄熱方式の比較
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蓄熱材の種類

は
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技術資料は全て共同技研化学(株)の研究室で行われたテストと実測値を基
準に作成しております。但し、製品特性は環境や被着体によって大きく変わ
ることがあります。したがってこれらの特性データにつきまして参考値であ
り、保証値とはなりませんことご了承願います。
ご使用される前にこの製品が使用用途・環境に適しているか、お確かめの上
ご使用頂けるようよろしくお願い致します。

KGK Chemical Corporation.
940 Minaminagai Tokorozawa-City saitama-Pref

359-0011 Japan
Tel ： +81 4 2944 5151

Mail ： info-k@kgk-tape.co.jp
URL ： https://www.kgk-tape.co.jp/

User is responsible for determining whether the KGK product is fit for a particular purposeand suitable 
for user’s method of application. Please remember that many factors canaffect the use and performance 
of a KGK product in a particular application. The materials to be bonded with the product, the surface preparation 
of those materials, the product selected for use, the conditions in which the product is used, and the time and 
environmental conditions in which the product is expected to perform are among the many factors that can affect 
the use and performance of a KGK product. Given the variety of factors that can affect the use and performance of 
a KGK product, some of which are uniquely within the user’s knowledge and control, 
It is essential that the user evaluate the KGK product to determine 
whether it is fit for a particular purpose and suitable 
for the user’s method of application. 
KGK make no warranties on above data.


